
私は学校に着きました

2006.09.13

今とてもうれしいです。生活の条件もいいし，先生たちも親切です。でも，初めて来たので食べ物が余りなれていません。一番驚いたことは地震が遭ったことです。９月８日の
午後，地震が遭った。部屋も揺れてしまいました。とてもこわかったです。今，両親と故郷が懐かしいです。　
（原文）
これは日本語で投稿されたものです

柳 艶萍さんの日記



ハハハ!長い間ごちそうを食べてなかった!

2006.11.14

ハッハッ!先週の火曜日、国際センターの方が私たちに会いに来た!とてもうれしいかった!忘れられていなかった。ごちそうを食べに行った。中華料理とは言うものの、味が少し
違った。でもそれでもとてもよかった。ここに来てからこんなにたらふくご飯を食べたことがなかった。ここのご飯はあまりに私の好みに合わない。でも今はだんだん慣れてき
た。ここの食べ物に慣れるようにだんだんと生活にも慣れてくると思う。
ここの授業は私達からしてみればとても簡単だと思う。ただ日本語は少し難しい。でも私達は頑張っ
ています。
ここの授業は私からするとまったく授業ではない。一週間はまともな授業がいくつもない。例えば、現代保健などというのがある。実は心理衛生だ。あと、日本伝
統の授業がある。茶道と華道を教えてる。勉強と関係はないものの、私達外国人にとって、とても意義がある。
私がもっとも耐えられないのは、70分授業だということだ。ま
ったくもって耐えられない。だめだあ!でも今はもう慣れた。
つまり、楽しく過ごしているということ。寮もとてもいい。先生もクラスメイトもとても親切だ.....
とても楽し
い!
（訳文）

柳 艶萍さんの日記



ハハハ!とても長い間ごちそうを食べていなかった!

2006.11.14

先週の火曜日に国際センターの先生が私達に会いに来た。本当に嬉しかった。日本の中華料理を食べた。味に違いはあったけれども、それでもとてもよかった。
こちらの生活
には慣れた。毎日過ぎるのがとても楽しくて、時間があるときにもっとたくさん書こうと思う!
（訳文）

柳 艶萍さんの日記



日本の学生は本当にすごいっ

2006.11.18

ずっと前に日本の学生は着手する能力に長けていると聞いていましたが、今日、それが嘘ではないことがわかりました。
私達は昨日多賀城文化センターで大規模の合唱コンク
ールをしましたが、とても立派で、全部で参加する10ぐらいのクラス参加、すべての学年とクラスの合唱はすべて自分がピアノで伴奏して、自分で指揮するので、その上すべ
てさせてちゃんとしていて、その時私は本当にとてもびっくりしました。私は中国でもしもこのような規模のコンクールをするのはとても難しいと思いました。
会場の一切は
学生自身が管理し、すべて整然と秩序立っていて、本当に見事でした。
そればかりではなく、合唱もとてもすばらしかった。ある学年とクラスは合唱して3つの声部を分けて、
あるもの4つの声部を分けて、すべて訓練するのがとても良くて、本当に1種のコンサートを聞く感じがあります。
私達のクラスは受賞しませんでしたが、私は私達がすでに自
分達でできる限りの努力をしたので悔いはありませんでした。
とにかく、このような盛大な活動に参加できて、この上なく光栄でした。これからのため、私は本当に自分を感
じてすでにこの集団で溶けて、本当に始まってこの集団の栄誉のために努力して、このような感じを受けたのは、日本に来て初めてで、私が今後日本で生活するのが更に楽し
く、楽しみになると思います。

柳 艶萍さんの日記



私も採点してほしい

2006.11.18

さっき上善若水の日記を見ましたが、彼は国際センターの先生が彼の部屋を見て、橋本先生は彼に70点をつけましたと知りました。莫先生も私の部屋を見ました！私のも採点
して！

柳 艶萍さんの日記



面白い楽器

2006.11.27

数日前音楽の授業を受けたとき、先生は新しい楽器を紹介してくれた。中国語の名前は分からないけれど、とても面白かった。とても好きだ。以前は70分間の授業がとても長
いと感じていたけれど、でも今度はとても速く感じた。ハハ。次の音楽の授業を楽しみにしています。
（訳文）

柳 艶萍さんの日記



楽器の名前

2006.11.30

とが先生：
　　その楽器の日本語の名前は”マンドリン”。
これは日本語で投稿されたものです

柳 艶萍さんの日記



霜の哀悼

2006.12.09

とても長く日記を書いていないで、自分が毎日何に忙しくしていますをも知らないで、その前の数日間は防災の演習を行って、どこが防災で、明らかに私達に災難の洗礼を受け
入れさせて、演説の先生はしっかりと着て、私達の1群の人は寒い寒風の中で戦慄してやみません......はい！過去を振り返るに忍びない防災は演習をします！私が再度風邪を引
いていないのがすでになによりの幸せになりました！
今日雪が降って、これはまた私に長春を思い出させて、またたく間に日本に来てすでに3ヶ月になって、郷里の恋しい思い
に対して時間の経過に従って次第に深まって、至って脳裏の中で広がり始めて、私の涙はすぐ頬の上で思う存分流れて、今やっと何に着いて痛みの徹底的な骨髄の哀悼を叫ぶこ
とを知っています。
（訳文）

柳 艶萍さんの日記



楽しい一日

2006.12.13

今朝、国際センターの先生から非常にうれしいお知らせ受け取った。私達の5人を京都と大阪に連れて行ってくれるそうだ。一応、金閣寺、清水寺、大仏寺を見学する予定
だ.......とりあえず名所旧跡郡。たぶん12月末に出発する。とても楽しみだ。
その他に、今日の午後小さなのクリスマスpartyが開かれた。とても楽しかった。クラスメイトは
お互いにクリスマスプレゼントを送りあった。教室の中は笑い声で溢れた。中国にいた時のクラスの親睦会の雰囲気を思い出した。異郷での同じ景色、更に深い味わいがあっ
た。
放課後、クラス担任は私達にもう一つ知らせを持ってきたくれた。私達の外国語コースの学生は来年の一月中旬くらいに岩手県にスキーに行く.....
もしかしたら寝室に帰
ったら、またなんかお知らせがあるかな、へへへ.....
（訳文）

柳 艶萍さんの日記



明日のコンサート

2006.12.21

明日はコンサートだ。舞台にあがる。やはり少し緊張する。明日の公演が成功するように祈っています。
（訳文）

柳 艶萍さんの日記



今日のコンサート

2006.12.22

この一ヶ月は忙しかった。ついに発表の日が来た。
私たちの発表は多賀城文化センターで行われました。前回合唱コンクールが行われた場所だ。
私達の学校は生徒が多いの
で、全員一緒に演奏を観るには座席が座れない。だから2陣に分けた--午前組みと午後組み。だから私達も2回出演した。それもよかった。緊張をほぐすことができたから。
正
直に言うと、午前の演奏はそんなに良くなかった。力を十分出せなかった。緊張していたからだと思う。でも、午前の演奏をしてから、私達もその中から足りない部分を感じ
て、昼の時間を利用してまた何回か練習した。だから、午後の演奏はとてもすばらしくなった。
2度に大きな学校のイベントに参加して、感慨深かった。いいのものを見たと思
うことがあったり、誇らしく思うこともあった。でも何よりも、私がこの学校をもっと愛しだしたことだと思う。これもまたこの留学の目的でもあるのでしょう！
それから、
私は今日ついに校長先生に会った。前にも何回かの機会があったけれど、毎回ニアミスだった。今日校長先生は壇上で話をしていて、私は“おいでおいで”をされている感じがし
た。とても厳しい人で、日本人の学生すら“会わなくてもいいよー”と言うのだ！
つまりは、忙しい一日だった。充実した一日だった。楽しい一日だった！
（訳文）

柳 艶萍さんの日記



旅行

2006.12.25

明後日間もなく京都などに行ったりして、本当に心の中の喜びを抑えられません！
さらに帰って来た後は、ついに日本の家庭に行くことになってて、日本人と新年を過ごす機
会もあって、本当にうれしい！

柳 艶萍さんの日記



とても充実した一日！

2006.12.27

今日は旅行の1日目で、朝大雨のなか駅に駆けつけて、雨がすごすぎて傘さえ使い物にならなくて、またすごい風で、全身の服はすべてずぶぬれになったけど、幸いに今日の風
は身にしみる北風はなく、とても温かい風、だから制服を着るだけでもそんなに寒くありません。しかし風雨の原因のため、最初の予定だった9：55の離陸予定の飛行機は10：
30まで延期されて、だから大阪伊丹空港に着いたのはすでに12時になってたんだけど、別にこれは悪くなかった、なぜなら私達は仙台空港を見学することができたし、飛行機
をおりた後、私達はまた1時間余り大型バスに乗って京都駅に向かって、到着する時すでに午後1：30だった。それから私達が予約しているホテルを探すのに時間がかかってし
まって、一行は大小のかばんを持って大通りと路地の間でを行き来して、空腹と疲れでかわいそうだった！それから2:30にやっと食事が始まったんだけど、多くの人にとって
は朝ご飯でした。
私達の泊まったホテルは純和式ホテルで部屋は畳だったんだけど、実は私はまだ本当の畳に寝たことがありません！今晩は十分に体験できるでしょう。
それ
から私達は遊び始めて、時間が少なくなったせいもあり、金閣寺に行く計画を変更して、午後は清水寺に行った。この寺もとても有名な寺院です。とてもきれいで、想像よりも
はるかによく、とても楽しかった。周囲の商店街もとてもにぎやかで、民族風情や記念となる工芸品が売られてて、すべてとても精致で、私もいくつか買いました。
金額的な
価値を超えます。
清水寺から帰ってきて一休みした後、完璧な日本料理、これぞ正に日本料理が出てきた！とてもおいしいかった！
その上偶然の事柄ながら、今日はアメリカ
人留学生の16歳の誕生日で、誕生日を祝うため、私達は晩にまたボーリングをしに行って、街をぶらつきました.....要するに、遊んでとても思う存分楽しんで、しかしとても疲
れました！今日は十分によく休んで、明日の喜びを待とう！
(訳文)

柳 艶萍さんの日記



楽しい誕生日！

2006.12.28

今日の午前は観光バスで多くの名所旧跡巡りをして、その中で最も有名なのはやはり金閣寺で、以前はテレビや雑誌、はがきとかで何回も見たことがあって、金閣寺に対しては
ずっと思いを馳せてきたけど、今日ついに自分自身金閣寺を見れたことは幸せなことであり、宿願を叶えられました。
その名に恥じない金閣寺はやはり立派で堂々としてい
て、極彩色の美に輝いて、周辺の景色もとても美しくて、いくつか写真を撮影して、時間がある時にみんなに伝えよう。
ずっと前から京都が文化の名所で、とても多くの古い
建物があると聞いていたけど、今日来てみると、やはりびくびくしないことを言って、観光バスから見ていると次から次に神社や寺が見ることができて、私のように歴史が好き
な人にとって、本当に天国です。
それから、今日は私の17歳の誕生日で、とてもよくて、1年の内、約99%の時間を仙台で過ごし、たった1パーセントの時間を外で過ごすんだ
けど、私はちょうどこの1パーセントの期間の中で誕生日を過ごし、その上他の国からの留学生達といっしょに旅行するときに誕生日を過ごすことができて、とても記念すべき
ことです。
晩ご飯を食べる時、15人の他の国からの留学生と二人の引率の先生が一緒に私のために誕生日を祝ってくれて、更にうれしいことに、今日全部で7言語のハッピー
バースデーの歌を聞くことができました、それは中国語、日本語、英語、韓国語、スペイン語、ドイツ語、クロアティア語で、とてもきれいで、まさに国境を越えた誕生日を過
ごすことができた！
晩ご飯の後、私のルームメイトの二人とクロアチアの留学生と更に私のために誕生日partyをしてくれて、またスーパーマーケットに行って多くの食べ物を
買ってきて祝って、本当に幸せすぎます！
これらの留学生達と一緒に私の17歳の誕生日を過ごすことができたことは一つの縁で、私達の国はもしかするとほんとに遠く離れて
いて、浩瀚広大な大洋によって離れいているけど、私達が外国で知り合って結びあって深い友情によって結ばれること、これが国際交流の魅力だと思う。これらの留学生と知り
合った時間は短いけど、3ヶ月の間に知ったことはたくさんあって、大多数とは知り合ってから半月にもならないけど、彼らの情熱は本当に私を感動させてくれて、私は人生の
中で永遠に忘れられない思い出となるだろうし、私はそれを永遠に大事に持ちつづけるだろうし、そして時が流れれば流れるほど、この思い出は私の記憶の中で更に輝いていく
だろう!
(訳文）

柳 艶萍さんの日記



都市間の往来が頻繁です

2006.12.29

今日は旅行の3日目で、私にとって一番うれしい一日だと思っています。朝朝ご飯を食べてから近鉄線に乗って奈良に行きました、奈良もずっと私のあこがれの都市の1つで、
それは歴史の名跡がたくさんあるからです。
私達はまず奈良公園に来て、いくつかの寺院、宝塔などの古跡を見学して、これらは私の関心を引き起こすのに十分だったけど、
更に面白いのは、公園の中でたくさんの鹿が飼育されて、その上これらの鹿はすべてとてもおとなしくて、とてもかわいくて、鹿たちと一緒に写真を撮りました。それから“名
残惜しげに”公園を離れたんだけど、東大寺に行く途中、至る所にさらに鹿たちの姿が見えることができた。鹿はまったく人を恐れずに、人についてきて遊ぼうとするんだけ
ど、そのなれなれしさは少し怖かった。バスに乗ってからも窓からは鹿の図画のような光景です。東大寺に入ってからわかったんだけど、ここは鹿が更に多くて、道中の商店街
で売られているのはすべて雄ジカの角の飾りや、鹿の水晶でできた飾りです......そこで賞品に“奈良限定”と書かれているのを見て、私はやっとわかりました、もともと鹿は奈良
のシンボルの1つであるということを。
奈良で簡単なお菓子を食べてからJR線で大阪に行きました、なぜなら大阪には更に美味しいもの---お好み焼きがあるから！レストラン
の中で座った場所は、厨房の真向かいで、お好み焼きが作られる様子も見ることができたため、食べたことがあった後の感想として、２つの言葉で形容できます---病みつきに
なる！本当においしすぎる！
美味しい食事の後で、私達は駅の近くのビルに来て観覧車に乗って大阪の全景を観覧したんだけど、とても大きい観覧車で、最高地点は地面から
106メートル、そこから見る大阪の景色はとても壮観で、“最高水準を目指すことを体得しますと言えて、他の山が小さく見えます”の感じを受けた。同時に、日本人は歴史的な
建物と近代的な都市を融合させることが巧みで、本当にすごいと思います。日本はもともと国土面積が大きくない島国で、また人口は多くて、だから建設用地はとても多くなっ
てしまい、また、日本は地震が発生しやすい国であるため、高層ビルを建築することができないという事情から、とても現実的な問題が日本人達の目の前にある。どんなに力を
尽くして土地を利用、開発したとしても、日本には寺院や神社が多すぎる……。しかし、日本人はそれでも多額の資金を投じて、埋め立てを行い、簡単に古い建築物を壊したり
はしない。そこから、日本人の自らの文化への深い愛情が見て取れる。
後の自由時間は更に楽しく、私は何人かの外国人留学生と一緒にショッピングしました、一人はアメリ
カ人で、日本語はイマイチで、店員と交流する時は少し難があります；一人はカナダ人で、英語を話すけど、お父さんが華僑で、小さいときからシンガポールで育ったため中国
語はとてもうまく、まったく中国人のようです；一人は中国人で、台湾でずっと6歳までいて、その後カナダに行って、カナダの国籍を取得、英語を話して、中国語も忘れてい
ません；もう1人の留学生はボリビアから来て、母語はスペイン語で、しかし英語を使っても支障はない；私となると、日本語はまあまあで、しかし英語はあまりできません。
私達5人は買い物をする時、ただ私だけが店員と会話できるんだけど日本語を英文に訳すことができないから、私は日本語を中国語に訳して、そこから二人のカナダ人から英語
に訳してアメリカ人に聞いてもらって…。お店の人はそのような私達の様子を見ていて笑って、私達も面白かった。
それから私達はまた大阪の有名な食べ物---たこ焼きを食べ
て本当においしかったです！さすが天下の食べ物だけあって行った甲斐があった。
夜の6時半、私達はJRで京都に戻って、晩ご飯....しゃぶしゃぶなべで、うれしくて、また何
枚か写真を撮ったから、また今度アップしますね。
もうすぐ.....またpartyの予定があって、また大騒ぎすることができます！耶！　（訳文）

柳 艶萍さんの日記



最近のこと

2007.01.01

３０日：
今日は旅行の最後の日だ。午後はラグビーの応援をしに行った、育英学園は大差で勝ちった、すごくうれしかった。
それから、わたしたちは伊丹空港へ移動して６：
４０の飛行機にのってかえった．私は窓のそばに座って、夜の大阪のけしきを見て、すごく感動した、飛行機の上昇とともに、にぎやかな都市はどんどん遠くなって、きらきら
している電球の光を見て、心の中で　さようなら　と言って、今度の旅行はきっといい思い出になる。
まもなく、足の下はもう一個のにぎやかな都市が出てきて、それは仙台
だった、ほんとうに　わたしは帰ってきた　といいたかった。
仙台空港に着陸したのは７：５０だった。留学生たちはみなじぶんのホストファミリーをまっていたが、わたの
ホストファミリーは遠いから、迎えに来たのはちょっと.....だから、わたしは自分で東北本線にのってかえらなければならない、でも、わたしは９：０３の電車に間に合わなか
った、それに、次の電車は１０：３０だった、すごくおそいから、せんせいは新幹線にのってかえったほうがいいと言って、新幹線で行った、おとうさんとホストいもうとさん
は駅へ迎えに来た。それでも、ホストファミリーについたのは１０：30だった、おばあさんとお母さんは玄関でまっていて、いろいろとおしゃべりした。みんなやさしいひと
たちだ、そんなに遅くまっていて、ほんとうにかんどうした。
３１日
よくねてしまって、よかった。
ホストファミリーの皆さんはわたしの誕生日のために、大きなケーキを買
って下さって、誕生日プレセントもかってくださった、ほんとうにうれしかった。
これは日本語で投稿されたものです

柳 艶萍さんの日記



あけましておめでとうごさいます

2007.01.02

1月1日
今日の０時はホストファミリーのみなさんといっしょに初詣に行った。はじめてだから、いろいろ新しいことを発見した。
その神社は山の頂上にあって、わたしたちは
頂上までは３０分ぐらいかかった．頂上に着いた時、もう人が大勢いた。火も燃やしておき、年越しそばも用意してあった。おとうさんはわたしをほかのひとに紹介して、みな
親切なひとだった。なかにはすこし中国語ができるひともいた、いっしょにおしゃべりして、たのしっかた。
神社を参拝したあと、わたしは除夜の鐘を撞いた、それからみな
さんといっしょに年越しそばをたべたり、新年のおいわいをしたりして、にぎやかだった。
1時ぐらいに、人々はみな自分のもってきた袋を木の隣に集めて、もやしてしまっ
た。おとうさんの話によると、ふくろのなかはいろいろなものがあり、燃やすと去年のわるいことはみななくなるそうだ。
今回の新年のおいわいは日本式の新年で、いい思い
出になるだろう。
これは日本語で投稿されたものです

柳 艶萍さんの日記



自分の目で太平洋を見た！

2007.01.03

今日ホストファミリーのおとうさんは私たちを連れて海へいった、その海は太平洋だった。以前なんども聞いたり話したりした太平洋は今日自分の目で見て、ほんとうに感動し
た。海の景色はほんとうにすばらしかった、いくら眺めても飽きない。とくに波が来た時、海岸の岩にぶつかってすごくきれいだった。
食事の後、私たちは観光船にのった、
乗る前にえびせんを買ってきた。それはかもめたちのたべものだ。わたしたちはえびせんを空中に投げて、かもめたちはみなそれを上手にとった、なかには、えびせんを奪うた
めにけんかしたかもめもいた、すごくおもしろかった。
これは日本語で投稿されたものです

柳 艶萍さんの日記



仁愛の心がある者は山を好み、智者は水を愉しむ

2007.01.09

ほほほ.....橋本先生、もし両方共に好きだとしたら？

柳 艶萍さんの日記



旅行の時の写真

2007.01.12

かわいい奈良の鹿　と　高い
ビルが林立している大阪

柳 艶萍さんの日記



スキー

2007.01.16

明日岩手にスキーをしにいく。予定では2泊3日。本当に楽しみ！ソバ作りもある、面白ろそう。今日帰ってから準備して、明日の出発を待とう！
（訳文）

柳 艶萍さんの日記



おひさしぶり！

2007.02.09

長い間日記を書いてませんでした。最近、休みは多かったけれど、忙しかったです。あと2日したら日本の家にホースステイです。二日間しかないけれど、とても楽しみにして
います。他の県なので、違った風情が感じられると思います。
だけど、今一番待ち遠しいのは春節です。そしたらみんなに会える！
（訳文）

柳 艶萍さんの日記



私のクロアチア人の友達

2007.02.14

留学生の中に、クロアチア人が一人いる。彼女は私と同じ空手部だ。私達は毎日学校が終わってから一緒に訓練する。私は彼女に中国の事を教えて、彼女は私にクロアチアのこ
とについて教えてくれる。私達はそんなにスムーズにコミュニケーションできるわけではないけれど、私達はそれぞれの話にとても興味を持っている。彼女の留学期間は短かっ
た。半年くらいだった。2月11日に彼女は帰国してしまった。出発前、彼女に大きな中国の「結」をプレゼントした。私達の深い友情を記念して。思いがけない事をさせて、私
は彼女から中国語で書かれた感謝の手紙を受け取った。写真の手紙は彼女は書いた。
彼女は中国語ができない。日本語の漢字もそんなに分からない。だけど、この手紙はとて
もよく書けていた。彼女が言うには、最初は英語でこの手紙を書き、それから中国語の先生に中国語訳を手伝ってもらってから、自分で一文字一文字書き写したそうだ.....それ
を聞いて、私はとても感動した......
中国のことわざに“縁があればどんなに遠くても出会い、縁がなければどんなに近くでも知り合わない。”この言葉の言っているのは私たち
二人ことだと思った。私達は中国で出会ったわけではなく、クロアチアで出会ったのでもなく、私達二人にとって異国の日本でで出会ったのだ。これは縁という他に言い様がな
い。
国際交流は一つの橋だ。この橋の上で、私は多くの国の友達と知り合った。帰国後も、私はずっとこの簡単に得ることのできない友情を、最もすばらしい記憶として大事
にしようと思う。
（訳文）

柳 艶萍さんの日記



写真

2007.02.14

クロアチアの友人の手紙です

柳 艶萍さんの日記



写真

2007.02.14

クロアチアの友達からの手紙2

柳 艶萍さんの日記



写真

2007.02.14

クロアチアの友達の手紙3

柳 艶萍さんの日記



盛岡から帰って来ました！

2007.02.15

盛岡の外国人教師の家に会って、彼女たちは私に対してすべてとても親切で、特に外国人教師のお母さん、私に対して配慮するのがとても周到で、ただ2日間だけですがで遊ん
で、しかし1種の家に帰る感じがあります。
私達はいっしょに小さい岩井の農場に行って、そこに開催する氷雪祭で見学して、また新幹線の操縦室を見学して、および現地のテ
レビ局......要するにまたたくさん新しい体験があります。
写真の中は岩手山で、とても富士山のようなのではありませんか？そのため北部の富士山と称されて、海抜の2000数
メートル、ただ7月に-8月は登山することができて、今の山頂の積雪、とても惜しいです。

柳 艶萍さんの日記



盛岡の冷麺

2007.02.15

盛岡の冷麺はとても有名で、その日はとても寒かったけど、やはりとても味わい深かったです。

柳 艶萍さんの日記



写真

2007.02.15

1.氷雪祭、後の砦はすべて氷と雪で彫ったので、しかし今年は冬が暖かいため、雪はそんなに多くなくて、その上一部は溶けて、いくつかが暗くなったことがまだあって、とて
も惜しいです。

柳 艶萍さんの日記



写真

2007.02.15

手製の村の中で南部の仙貝を自分で作る、とてもおいしくて、自分であぶった後、現地の方が手を加えてくれる。

柳 艶萍さんの日記



写真

2007.02.15

新幹線の操縦室、普通の日本人さえ見学したことがないと聞いています！

柳 艶萍さんの日記



写真

2007.02.15

ラジオ放送局の男性キャスタとの記念写真、私が女性キャスタに見えますか？

柳 艶萍さんの日記



写真

2007.02.15

ホテルでの太鼓ショー

柳 艶萍さんの日記



写真

2007.02.15

のんびりな生活
これは日本語で投稿されたものです

柳 艶萍さんの日記



写真

2007.02.15

岩手銀行、とても古い建物です。

柳 艶萍さんの日記



写真

2007.02.15

盛岡の女子学生の制服です。盛岡は比較的寒いので、制服のスカートは結構長めです。

柳 艶萍さんの日記



写真

2007.02.15

盛岡の展望台から撮った盛岡市全景です。展望台は二十階にあって美しい景色が眼に焼きつきました。

柳 艶萍さんの日記



甲子園

2007.03.23

甲子園は今日正式に試合が始まった。私は学校の戦況がどうなってるか毎日新聞をチェックすることにした。本当に勝って欲しい！
昨日新聞に、参加チームの紹介欄があるの
を発見した。私達の学校が中間層の上のほうのレベルだと知った。9回の出場経験がある。だけど、上には上がいる。ある学校は21回、20回ものあったし、12回の学校もあっ
た......こうしてみると、勝つのは本当に簡単ではないんだなあ！でも心の中ではやっぱり祈っています......
（訳文）

柳 艶萍さんの日記



お久しぶりです！

2007.04.15

言ってみれば私もとても長い間日記を書かずみんなにはたいへん申し訳ないと思っていますが、最近本当に楽しいことばかりで、日記を書く時間もなかったの。
ホームステイ
先の家庭のお父さんとお母さんは私にとても良くしてくださり、気を使ってくださり、アチコチ遊びにも連れて行ってくださいます。ゴールデンウィークにはディズニーランド
と上野公園にパンダを見にいくことになっています。.....私はとっても申し訳ない気分です。
先週の水曜日は榴岡公園に桜見物に行きましたが、とても綺麗でたくさん写真を撮
りましたが、大きすぎてネット上には載せられません。だけど、桜はどこでもさほど変わりはないでしょう! 昨日また友達と一緒に“夜桜”見学をしましたが、昼間の桜と比べる
とまた一味違うなと思いました。
先ずはここまでとして、私は私達の家の猫と遊びに行きます。

柳 艶萍さんの日記



長い間見てませんでした

2007.05.26

長い間見てませんでした。今日は、先月撮った写真を載せます。桜が満開のときはもちろん美しいけど、散ったあとの様子も何か感動的なものではないでしょうか？

柳 艶萍さんの日記



運動会

2007.05.26

先週の木曜日に、運動会を開いた。そんなににぎやかじゃなかったんですが、すごく楽しかった。うちのクラスは綱引きに中で一位になった。わ～～嬉しい～～
デモ、筋肉痛
～～～
これは日本語で投稿されたものです

柳 艶萍さんの日記



青葉祭り

2007.05.26

先週の日曜日に仙台で大規模な青葉祭りというお祭りがあり、友達と一緒に見に行きました。とてもにぎやかでした。青葉祭りは仙台では比較的大きな活動だと言えるので、多
くの人が見に来ます。長い時間並んでやっとこんな写真が撮れました。

柳 艶萍さんの日記



雨あがった滝

2007.07.11

先月末秋保大滝へ行きました、仙台名所の1つとして、やはり素晴らしい。
しばらく雨が降っていたため、ずっと行きたかった温泉が諦めるしかなかったが、滝はどうしても見
に行きたいと日本のお父さん、お母さんにお願いしたら、雨の中に私を連れて滝を見に行くことになりました。雨だから、水の色が黄色になり、思ったほどきれいではないかも
しれないと行く途中でやさしいお母さんがそう言いました。私は急に心配してきました、わざわざ滝を見に行くので、一番きれいな滝を見られなければ、残念でしょうね。
神
様のおかげで、車から降りて間もなく、雨は霧雨になり、山の周りはたくさん霧があるため、木はぼんやりしている、まるで1枚きれいな水彩画。
車降りたとたん、ごろごろと
水の音を聞こえて来ました、階段から降り、ぬかるみでズボンも濡れてしまったが、ぜんぜん気にしなかった。曲がりくねる山道、よじ登って旋回して、慎重に足もとに気をつ
けて、水の音が近づいてきました、銀色滝を目の前に現れた、真っ向から来る水の霧は人を奮い立たせます。
目の前に現れた滝は私に失望させなかった、お母さんから喜び声
を聞こえてきました：雨あがりの滝は意外に素晴らしい！確かに、目前の滝の水勢は雄大で、数十メートルの山頂から淵の中に入っていく、波のしぶきを巻き起こします。水は
変色してなく、かえって連日の雨で、水の量が増加により、更に磅礴ように見える。
淵のまわりにさまざま石を林立して、両側の山はまるで雲の中に挿し込んでいるように。
水の畔に身を置いて、心身は清く澄んでいます；水音を聞いて、心が晴々とします。このような美しい景色、二度と見れないかもしれない！

柳 艶萍さんの日記



家に帰りました!

2007.08.03

ついに夢にまで見たわが家に帰りました!忙しくして日記を書き続ける時間がなかった!
本当にうれしい!大きい収穫がありました。ただ不注意で調子が悪くなっちゃいました。
でも、すぐに治りました!家は良薬です!ふふふ。
国際センターの先生方、この年は私達を気遣ってくれて、お疲れ様でした!よく休んで下さい。二期生もすぐに来ますから!

柳 艶萍さんの日記



新しい1年がまた始まった！

2008.01.05

ちょうど期末試験の時期で、やっとネットをする時間がとれました。先生方、友人の皆、明けましておめでとうございます！（少し遅くなりましたが）
橋本先生がもうすぐ長
春にいらっしゃると聞きました。楽しみです・・・・・

柳 艶萍さんの日記



推薦試験

2008.11.17

帰国して一年余りになった、やっとうわさの推薦試験を迎えた。そんなにどきどきしてなかったけど、最も基本的な原因は推薦試験に受けたくなかったからかも。今は一番肝心
なところだ。よく考えれば、大学入試まではあとたった半年しかない。実は、大学入試は想像してるほど怖くない。大部分の人はこの丸木橋を渡らなければならない。私もその
中の一人で、ただこの学校は推薦資格を持ってるので、ちょっと遠いと感じてる。
人生の初めての大切な転換点として、しっかり直面して、明るい未来を作るために頑張らな
いといけないと思ってる。

柳 艶萍さんの日記
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